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世界の花粉分析

23.世界竜ながめて

しばらく日本をはなれ眼を世界の花粉学界にうつし

てみよう.学問には国境がないといわれるが私たち

に関係の深いこの分野でも世界の学者が互いに手をと

があってその分野の発展と進歩のために協力する姿カミ

みられる.とくに古生物学はむかしからこう1した各

国間の協力や連絡が盛んであるといわれる.その理由

はいろいろあるだろうが何といっても化石の鑑定がそ

の一国の資料だけでは決定できず他国の研究も参考に

し低くてはならないということが一番であろう.たと

えば日本のある所から非常に珍しい形のアンモナイト

類の化石が出たとする.そのまき方が複雑でたぶん世

界でも最初の発見だと思われる時それを所属ときめる

にはやはり一応各国の文献をみ記載されていないこ

とを確かめなければならない.その上でこれが1V鋤･

0κ伽S刎伽閉みと命名される.I

さてこの花粉学でも同じように研究の発展の過程に

おいて国別にいくつかの傾向カミあった.現在もっとも

総合的に大規模に行なっていると思われるのは米国･

ドイツ･ソ連などであろう.その各々の国ごとに研究

の内容が異なるのはそれぞれの国がおかれている地質

的基盤やその国の資源開発の状況またその国におけ

る研究の歴史的背景にもとづいて差カミでてきたことによ

る.その研究の傾向性というものを大体国別にみて
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ゆくわけだカミその前に世界における花粉学のおもな研

究所を図示してみることにしよう.第1図の中にあげ

たものはその代表的在所でこのほかにも多くの大学た

どで花粉学の研究が行なわれていることはv･うまでもな

いそうした中でとくに大規模でまた伝統のあるもの

は次のようなところである.

アメリカペンシルバニア大学花粉学研究室

(PennsylvaniaUniversity,PaIynologicalL早borato-
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スウェｰデンエルトマン花粉学研究所
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ソ連モスクワ地質学研究所
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ドイツノルドラインウェストファｰレン州地質調査所

(Nordrhein-Westfa1㎝Geolog.Landesamt,Krefe1d
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会社その他の燃料資源開発の部門ではか祖ゆ系統的た

作業も行なわれているがその内容は省略することにす

る.これら5カ国のほかの国々たとえばイギリス

･オランダ･カナダ柱どでもそれぞれ特色のある研究

を行なっているが研究者の層の厚いことまた対象の

広いことでは前記の国々がすすんでいると考えられ

る.これらについてその内容をなカミめてみよう.

24.各国の花粉学

ヨI四回ツバにおいては

･場

花粉学発祥の地北欧のスウ

タ

皿一デンをはじ｡め東西両ド

虫イツポｰランドオｰスト

リアオランダノ､ンガリｰ

フランスイギリス和どでこ

の研究が行なわれている.

スウェｰデンではス

トックホルムにあるエノレドマ
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る.とくにそのうちでも現,
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生植物花粉の形態の名称や蔀分名称そのほか属樹こつ

いての花粉型枚どは今日広く世界で用いられている.

また一方においては泥炭層の花粉分析および最近では

電子顕微鏡による花粉外膜の研究から従来の花粉の記

載の改訂および分類しにくい種類の詳細な区分などを

行なっている.最近電子顕微鏡観察の腕をかわれ

竹岡政治氏がまねかれたのもここである.とくに雑誌

GranaPalyno1ogicaの発行によって現在世界の花粉

学研究の1つの中心となってV'るといえるだろう.

オランダにおいてはその南西部にあるへ一レ

ン(Hee･1㎝)にある地質調査所の仕事が私たちには

知られている.ことにそのあたりは中生代のメストリ

ヒチアン(Mlaestrichtian)層が分布していてその申の

花粉や胞子化石の研究がヨｰロッパばかりでなく世

界における白亜紀と古第三紀の境を決める1つのかぎと

なっている1

ドィッにおいては第2次大戦前はザｰルりレ

ｰノレ地方の古生代の炭田産の石炭から化石胞子をとり

出しその特徴を明らかにしていた.戦後10年の間には

ライン川沿岸第三紀の褐炭田の開発が急速にすすめられ

それに伴って炭田についてのいろいろな面からの考察カミ

行なわれた.その1つの方法としてまた花粉分析の

技術も用いられとくにウェストファｰレンノノレド

ライン州地質調査所で大々的に研究された.今世界に

おいて活躍しているドイツ系の研究者の多くたとえば

ポトニエ(H.Pot.ni6)博士をはじめキルヒノ･イマｰ

(R.Kirchheimer)クレンプ(G.Kremp)ライン(叫Rein)

フノレｰク(H.Pf1ug)らの優秀な研究者はほとんどこの地

質調査所の門をくくった人々である.その研究の目的

が純粋に応用面にあることから化有の分類の方法に

いち早く形態による人為分類を採用しその結果は期

せずして会社方剛こおける研究に操用されている.こ

のライン川沿岸では過去10年間に1,125の試錐の

コアから10,000枚におよぶ薄片をつくりこれを調べて

いる.そして欧州中部における暁新世から中新世にお

よぶ植物化石の内容を明らかにしている.

オｰストリア･ハンガリｰたどでは平原地

方に分布する第三系の花粉分析カミ行灯われているカミ油

田との関連でおもに新第三系のものが調べられている.

ポｰランドにおける研究はその内容において2

つにわけられると思う.1つは国内に広く分布する第

四紀の氷河堆積物についてのもので他はチェコスロバ

キアとの国境に近v･所にある第三紀のシレジア炭団のも

のである1氷河堆積物についてはおもに花粉分析カミ

古気候の問題に貢献しているしシレジアのものについ

ては産出イ阜石の詳しい図版ができている.

フランスにおける研究の中心はバリの自然科

学博物館にある.ここにおけるおもな研究者はガム

ポ(M.v.C｡血po)女史でおもに現生植物の花粉の形態

上の問題について深い知識をもっている.またここか

らはPo11enetSpore(花粉と胞子)誌が発行されており

ここもまた世界における1つの中心といえるだろう.

英国での花粉学の研究は南部の諾炭田とくに南

スタッフォｰドシャｰ方面で行たわれており古生代石

炭の中の小形胞子化石の層序的な産出傾向が詳しく調べ

られている.また最近ではロンドン盆地の舌第三系に

ついての研究が行なわれている.ここではその対象が

イプレシアン(Ypresian)のロンドン粘土層にむけられ

'一蝋'ている.この地層からはす

1でに多くの植物化石だとえ

…ば実'葉などがたくさん産

出する.こうした両者の関

､連など私たちの研究に参考と

1なる点が多い.

ソ連邦

ソ連邦は広大な領域をもち

その燃料資源においても莫大

であることはいうまでもな

い.これらのうち石炭資源

についての研究も他の諸国

と比べて差がないのはもちろ

んだがとくに花粉分析の分

野においてはその研究のま

クイル･ウォｰク,ボルク･昌,ラｰ

花粉分類図

トロマス･ファン･テア･ハンメン

花粉分類図�
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散バｰバル･サｰ二博士(Birba1

Sahni)インド･サｰ二台植物学研

究所前所長

もナウモバ(Naumova)やパクロフスカヤ(Pokrovs･

kaシa)両女史は卓越した地位にある.ナウモバ女史

はおもに古生代の胞子化石を対象とした研究パクロフ

スカヤ女史は地質時代の比較的若い地層について研究を

行なっている.最近研究論文中とくに注目されるのは

ドンバス地域の古生代炭田における胞子分析やカラガ

ンダ周辺の第三系の分析などだがそのほかシベリア東

部エニセイ･オビ河流域沿海州などにおける花粉分

析の結果がかなり発表されている.とくに第三紀以前

の古い地層については地質研究所以降の第四紀のもの

については地理研究所というように研究の分担がはっき

りしているのもおもしろい.また特筆すべきことは

海洋調査にともたう花粉分析の研究が非常に広v･範囲に

わたって行なわれていることである.先年目本にもき

たビチャｰジ号のほか南太平洋方面まで調査したいくつ

かの海洋調査船は多くの試料をえているカミそれらの

花粉分析もかなり行なわれている.オホｰツク海全域

とめ方において特徴カミあ

る.最近手に入れた地

質時代別の花粉図譜をみ

ても地域的にまとめた

分析結果をそのまま集成

したというものが多い.

つまり集団的に研究した

結果を集めだというもの

である1

化石の命名法において

もどちらかといえぱス

ウェｰデンのエルトマン

博士の方法をとり入れて

いる.非常に多くの研

究者がいるがその中で

エルトマン花粉研究所発行rグラ

ナ･パリノロジカ｣言書

におよぶこのよう桂図表には各地点ごとに扇形図表に

よって示されているのでそれらの花粉灘の構成がよく

わかる.

アメリカ大陸

南北両アメリカ大陸のうちこの花粉分析研究のもっ

とも発達しまた応用面ですすんでいるのはアメリ

壬合衆国である.すでにいく度かのべたので詳

しいことにはふれないカミ基礎の面は大学で応用の面

は地質調査所と会社でというのがその傾向である.

現生の花粉および第四系についての花粉分析はおもに

工一ルミネソダスタンフォｰドカリフォルニアそ

の他の大学で行なわれており第三系については中部の

デンバｰにある地質調査所それに南西部にある多くの

石油会社の研究室中生代以前のものについてはオノ･イ

オ･ペンシルバニア大学と州立地質調査所それに西南

部のオクラホマ･アリゾナの各大学である.これらの

多彩な研究の先駆者ともいうべき人々は中部の大盆地

(GreatBasin)地域にある大炭田を対象として研究を行

荏ったコサンケ(Kosanke)ショフ(Schopf)などであ

る.最近では石炭にたいする層序学的研究よりも油

田において行なった試錐のコアの解析などに花粉分析

が使われることが多くたってきた感じがありとくにア

ラスカやロッキｰ山脈東部地域の白亜系と第三系の境界

問題がかなり重要性をおびてきている.

ベネズエラは南米における花粉学が応用面におい

て成功したフィｰノレドの1つである.北部のマラカイ

ボ湖の周辺には油田カミ多いがそれらの地域で行なった

試錐のコアを有孔虫その他によって微古生物学的に研

究するとともにこの花粉分析をも行なった.クイル

(Kuy1)ウオｰタｰホノレク(Water七〇1k)ミュｰラ}

(M世11e｡)らは化石花粉を便宜的な形態分類によって

ペンシルバニア大学発行r花粉カ

タ日グ｣

パリ自然科学博物館発行｢花粉と

胞子｣誌�
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わけ応用面において効果をあげている.

コロンビアの地質調査所ではトｰマス｡ファン

･デアり､ンメン(ThomasvanderHa㎜men)が同国

内の第三系からの花粉化石について独特の形態分類を

行放って整理した.とくに花粉ばかりで征く胞子化

石についても分類を行枚ったというところに特色があ

る,他の国々たとえばブラジルアノレゼシチンなど

においても多少研究が行匁われ古生代の胞子化石など

の研究論文がある.北米大陸のカナダについて

は最近花粉学の研究の上でとくに注目が払われてき

た.それというのはオタワにある地質調査所にテラス

メ(J.T･･asmae)らの研究者がおり同国内の北部を広

くおおっている第四紀の氷河堆積物についてその層序

的研究を行なっている.そして氷期の区分などには

絶対年代の測定と併用してこの花粉分析が行なわれ

気候区分やそれに伴う変化などを明らかにしている.

アフリカ大陸

アフリカ大陸における花粉分析または花粉学の研究は

南ア連邦のブノレムフォンティン(B1.emfontein)にある

大学において集成されておりツインデレン･バッカｰ

(E-M.Y.ZinderenBakker)がまとめている.それ

によるとアフリカの考古学上の有効な発見たとえば

サノ･ラ砂漠の地域において更新世の終わりには温冷で

また湿潤の気候環境があったということを花粉分析から

明らかにしている.また東アフリカの古生代の石炭の

中に含まれている胞子化石群はブラジルやインドのも

のと非常に似た点があることを示している.しかしこ

のアフリカ大陸の各所とくにナイロビケニア方面の

湖底堆積物の分析はおもにフランス人の研究者によっ

て行なわれていることが多いようである.

そして化石人類ジンジャントロプス(Z1njanthropus)

の発見以来石器時代についての資料が多くなるにつれ

第四紀の気候変化その他の研究にこの花粉分析が役立

つことがますます多く狂ってきたようセある､

アジアその他

アジアにおいて花粉分析を中心とする研究を行抵って

いるのは日本のほかインド中国マライシアなど

数ヵ国にすぎ狂い.わが国のことについてはすでに前

章にのべたのでここではその他の国の内容を汰がめ

てみることにしよう.

インドは以前から古生物学の研究が盛んに行な

われていたが北部インドのラクノｰ(Luckm慨)にあ

るバｰバノいサｰ二台植物学研究所では最近花粉学

の研究もはじめた二ここ数年来欧米の著名な花粉学者

だとえばポトニェ博士やエルトマン博士たどを招いて

その講義と実習をうけている｡その対象としているの

は南東にあるビハｰル州の古生代炭閏の胞子化石の研

究と北東のアッサム地方紀分布している第三系の花粉

分析である.インドのような大陸ぽおいては陸成層

で化石のとぼしい地層がかなりありまた岩質もやわら

かくこうした微化石による尋カミかりが有効なことはか

放りあるようでわが国よりもむしろ大単位の時代決定

祖とに用いられている.

中国では最近北京の古生物研究所において花

粉分析の研究を組織的にはじめている､晴生物学軌

に記載されている所による&おもに山西省の古生代石

炭および山東省の第三系中の花粉や胞子化石の研究にそ

の重点がおかれている､現在では襲だ基礎的校段階を

出放いカミいずれ豊富柾燃料資源の開発に役立つ目も近

いものと考えられる.このように世界各国でその研究

のすすめ方には多少のちがいはあるが研究資料の集

積とともに研究法にも改良と考察がすすめられ次第

にいろいろな面で役立っている.

私はこの章のはじめに学問に国境はないと書いた.

しかし現実には残念ながらその障壁はか枚りある.

東と西の対立といわれているよう抵壁がこの花粉学の

世界からもとりのぞかれるように私たちはねがってい

る.しかしその壁というのは研究の内容交換に支障

が多少あるといったことまた研究者の動静とか全般的

たニュｰスとかが辞しくわからないということ東西両

国の中に研究者カミお互いに自由に入れないということな

どである.

この点わカミ国は比較的自由な立場におかれていて花

粉学研究における世界の動向はきわめてはっきりと把

握することができる.(筆者は燃料部石炭課)
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